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地域学からの出発

「もっと良い店に」気持ち強く

　豊かに生きるとは、どのようなこと
なのでしょうか。
　昭和20年代、敗戦の傷跡は、列島各
地に色濃く残っていました。しかし、
日本は短期間で奇跡的な発展を遂げ、
経済大国と呼ばれるまでになりまし
た。生活様式は欧米化し、食にも不自
由しなくなりました。人々は、現金収
入を得るために都市へ集中し、発展の
原動力となりました。一方、人口流出
が加速した農村や山村・漁村は、産業
が衰退し、地域文化の担い手も不足し
ました。文化には「記録の文化」（歴史）
と「記憶の文化」がありますが、その
多くが世代を超えて継承された「記憶
の文化」です。
　平成26年度に上島町教育委員会で
は、愛媛県教育委員会と連携・協働で

「ふるさと愛媛学」普及推進事業「ふ
るさと愛媛学」サポーター養成講座を
開講しました。計３回の講座では、上
島町の昭和時代の生活や文化、産業等
に焦点を当て、「ふるさとらしさ」を
発見、再確認するための地域調査の方
法を学習しました。そして、町民の皆
様のご協力をいただき、調査報告書を
まとめることができました。
　今は地方の時代と言われています
が、地域で豊かに生活するためには、
その土地の歴史や文化を学び大切に
し、継承することが必要です。地域学
は、地域を活性化し、新たな地域づく
りを実践するための出発点です。次号
の広報から、昨年度の調査成果を連載
いたします。この連載を皆様の地域学
の端緒にしていただけると幸いです。

　こんにちは、島おこし協力隊の吉田
です。上島町に協力隊として採用して
頂き、半年程が経ちました。島外の方
に魚島の生活について聞かれることが
ありますが、日々、刺激的で充実した
毎日を過ごしています。
　確かに魚島は不便な面もあります
が、無駄なものがなく、本当に必要な
ものしかなかったり、１時間弱掛かる
乗船時間も考えごとにちょうど良かっ
たりと、魚島の生活に馴染んで、それ
が心地良く感じるようになりました。
　さて、３月２日から、協力隊の業務
の一環で、商店をさせて頂くことにな
りました。準備から、開店、現在に至
るまで、たくさんの方に協力して頂き
本当に感謝しています。お店としては

品揃え等、まだまだ至らない点が多い
ですが、それでも住民の方に便利に
なったと、声を頂く度に、励みになり、
もっと良い店にしたいと思う気持ちが
強くなりました。
　協力隊の任期は３年間です。やりが
いのある仕事で、時の経過が早く感じ
ます。しかし３年間しかありませんの
で、時には時間を作って、見つめ直す
ことも大切にしたいと思います。
　何かの縁があって、上島町に来るこ
とができ嬉しく思っています。これか
らも頑張りますので、よろしくお願い
します！
　写真は12月頃に植えた、住宅前の水
仙です、とてもキレイです。
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